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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に開口部を有する器具本体と、
　前記器具本体の内部において前記開口部側に配置される光源ユニットと、
　前記器具本体の内部において前記開口部と反対側に配置され、外部電源の停電時に電力
を供給する非常用電源と、
　前記外部電源が正常に供給されている状態では前記外部電源により前記非常用電源を充
電し、前記外部電源が停電になると前記非常用電源により前記光源ユニットを点灯させる
電源装置と、
　前記光源ユニットを前記器具本体に取り付けるための取付構造と、を備え、
　前記光源ユニットは、光源と、前記光源から出射される光の配光を制御する光学部材と
、前記光源で発生する熱を放熱する放熱部材と、を有し、
　前記光学部材及び前記放熱部材により前記光源を覆うようにして、前記光源、前記光学
部材及び前記放熱部材が一体的に組み付けられており、
　前記取付構造は、前記非常用電源及び前記電源装置の少なくとも一方に設けられた第１
引掛部と、前記光源ユニットに設けられた第１被引掛部とで構成されるか、或いは、前記
非常用電源及び前記電源装置の少なくとも一方に設けられた第１被引掛部と、前記光源ユ
ニットに設けられた第１引掛部とで構成されていることを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記開口部を閉塞する枠部と、前記器具本体の内側面に設けられた第２被引掛部に引っ
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掛けられる第２引掛部とで構成された枠体を備えていることを特徴とする請求項１に記載
の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、天井に埋め込まれる天井埋込型の照明器具が提供されている（例えば特許文
献１参照）。特許文献１に記載された照明器具は、天井に埋め込まれる器具本体と、器具
本体に対して着脱自在に取り付けられるランプ装置と、器具本体に取り付けられる非常用
光源と、非常時に非常用光源を点灯させる非常用ユニットとを備える。
【０００３】
　器具本体は、下面が開口する有底筒状に形成され、器具本体の底部には放熱体が一体に
設けられている。また、器具本体の内部にはランプ装置が収納されるようになっており、
ランプ装置の光源で発生した熱が器具本体の放熱体を介して外部に放熱される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２０４２０９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述の特許文献１に示した照明器具は、放熱体が器具本体に設けられているため、例え
ば光源の種類に応じて放熱体を変更しようとした場合、器具本体も一緒に交換しなければ
ならず、汎用性に乏しかった。
【０００６】
　本発明は上記問題点に鑑みて為されたものであり、その目的とするところは、汎用性を
向上させた照明器具を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の照明器具は、一端に開口部を有する器具本体と、前記器具本体の内部において
前記開口部側に配置される光源ユニットと、前記器具本体の内部において前記開口部と反
対側に配置され、外部電源の停電時に電力を供給する非常用電源と、前記外部電源が正常
に供給されている状態では前記外部電源により前記非常用電源を充電し、前記外部電源が
停電になると前記非常用電源により前記光源ユニットを点灯させる電源装置と、前記光源
ユニットを前記器具本体に取り付けるための取付構造と、を備え、前記光源ユニットは、
光源と、前記光源から出射される光の配光を制御する光学部材と、前記光源で発生する熱
を放熱する放熱部材と、を有し、前記光学部材及び前記放熱部材により前記光源を覆うよ
うにして、前記光源、前記光学部材及び前記放熱部材が一体的に組み付けられており、前
記取付構造は、前記非常用電源及び前記電源装置の少なくとも一方に設けられた第１引掛
部と、前記光源ユニットに設けられた第１被引掛部とで構成されるか、或いは、前記非常
用電源及び前記電源装置の少なくとも一方に設けられた第１被引掛部と、前記光源ユニッ
トに設けられた第１引掛部とで構成されていることを特徴とする。
【００１２】
　また、この照明器具において、前記開口部を閉塞する枠部と、前記器具本体の内側面に
設けられた第２被引掛部に引っ掛けられる第２引掛部とで構成された枠体を備えているの
も好ましい。
【発明の効果】
【００１３】
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　本発明の構成によれば、放熱部材を光源ユニットに設けることで、光源の種類に応じて
放熱部材を変更する場合でも同じ器具本体を用いることができ、汎用性の高い照明器具を
提供することができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】実施形態１の照明器具の分解斜視図である。
【図２】（ａ）は同上に用いられる光源ユニットの分解斜視図、（ｂ）は同上に用いられ
る光源ユニットを構成する別のレンズの斜視図である。
【図３】同上に用いられる光源ユニットの断面図である。
【図４】実施形態２の照明器具の分解斜視図である。
【図５】同上の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下に、照明器具の実施形態について図面を参照しながら説明する。この照明器具は、
例えば天井に埋め込まれる天井埋込型の非常灯であって、商用電源（外部電源）が停電に
なると光源を点灯させるものである。なお、以下では特に断りがない限り、器具本体１の
長手方向を上下方向（開口部１１１側が下側）と規定して説明を行う。
【００１６】
　（実施形態１）
　図１は本実施形態の照明器具１０の分解斜視図であり、照明器具１０は、器具本体１と
、光源ユニット２と、電源装置３と、非常用電源４と、端子台５と、枠体６とを備える。
【００１７】
　器具本体１は、例えば鋼板などの不燃材料からなり、上下方向に長い円筒状に形成され
た本体部１１を有している。本体部１１の下端部には、円形の開口部１１１が設けられて
おり、開口部１１１の開口端縁には、側方に突出する鍔部１２が全周に亘って設けられて
いる。また、本体部１１の側壁部には、Ｔ字状に開口する一対の切欠部１１２，１１２が
、本体部１１の中心軸に対して対称な位置に設けられている（図１では片側のみ図示）。
【００１８】
　電源装置３は、図１に示すように、上下方向に長いケース３１を有し、ケース３１の下
端部には引掛爪３２が一体に設けられている。ケース３１の内部には、商用電源が正常に
供給される通常時において商用電源により非常用電源４を充電する充電回路（図示せず）
と、商用電源が停電になると非常用電源４により光源ユニット２を点灯させる給電回路（
図示せず）とが収納されている。
【００１９】
　非常用電源４は、図１に示すように、上下方向に長いケース４１を有し、ケース４１の
下端部には引掛爪４２が一体に設けられている。ケース４１の内部には、複数の蓄電池（
図示せず）が上下方向に並べて収納されている。また、非常用電源４は、電源装置３の被
接続部（図示せず）に電気的に接続される接続部（図示せず）を有しており、非常用電源
４の接続部を電源装置３の被接続部に接続することで、電源装置３と非常用電源４とが電
気的に接続される。
【００２０】
　端子台５は、矩形箱状に形成された本体部５１を有し、本体部５１の上端部には、外部
からの電源線（図示せず）が接続される速結端子構造の接続部（図示せず）が設けられて
いる。また、本体部５１の下端部には、電源装置３の上端部に設けられた接続部（図示せ
ず）が電気的に接続される被接続部（図示せず）が設けられている。そして、外部からの
電源線を本体部５１の接続部に接続し、電源装置３の接続部を本体部５１の被接続部に接
続することで、端子台５と電源装置３とが電気的に接続される。
【００２１】
　枠体６は、例えば鋼板などの不燃材料からなり、円板状に形成された枠部６１を有し、
枠部６１の中央には円形の開口部６１１が設けられている。また、枠部６１の上面には、
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枠体６を器具本体１に取り付けるための一対の取付ばね６２，６２が向かい合わせに取り
付けられている。そして、器具本体１に対して下側から枠体６を近づけていき、器具本体
１の本体部１１の内側面に設けられた各ばね受け部（図示せず）に対応する取付ばね６２
を引っ掛けることで、枠体６が器具本体１に取り付けられる。
【００２２】
　ここに、本実施形態では、一対の取付ばね６２，６２により第２引掛部が構成され、一
対の取付ばね６２，６２が取り付けられる一対のばね受け部により第２被引掛部が構成さ
れている。
【００２３】
　光源ユニット２は、図２（ａ）に示すように、ＬＥＤチップ２１（光源）と、レンズ２
２（光学部材）と、取付部材２３と、放熱部材２４と、放熱シート２５とを備える。なお
、放熱シート２５は、ＬＥＤチップ２１の裏面（図２（ａ）中の上面）に予め取り付けら
れている。
【００２４】
　レンズ２２は、例えば透明なガラスからなり、上下方向を中心軸とする円柱状に形成さ
れた本体部２２１を有している。本体部２２１の上端縁には、側方に突出する一対の突起
部２２２，２２２が、本体部２２１の中心軸に対して対称な位置に設けられている。また
、本体部２２１の下面は、図３に示すように、中心に近くなるほど上向きに凹むようなす
り鉢状に形成されている。このレンズ２２によって、ＬＥＤチップ２１から出射される光
の配光を制御することができる。
【００２５】
　取付部材２３は、例えば合成樹脂成型品であって、図２（ａ）に示すように、円板状に
形成された本体部２３１を有している。本体部２３１の下面には、ＬＥＤチップ２１を収
容するための収容凹部２３１ａが設けられている。また、本体部２３１の外周縁には、Ｌ
字状に形成された一対の突壁部２３２，２３２が向かい合うようにして設けられている。
その結果、各突壁部２３２と本体部２３１の下面との間に溝部２３２ａが形成される。
【００２６】
　さらに、本体部２３１の外周縁には、レンズ２２に近づくほど（つまり下側に行くほど
）互いに離れる方向（つまり外向き）に傾斜する一対の弾性片２３３，２３３が向かい合
うようにして設けられている。また、本体部２３１の上面には、上向きに突出するコネク
タ部２３４が一体に設けられている。コネクタ部２３４は、角筒状に形成された筒体２３
４ａと、筒体２３４ａの内部に収納される接続端子（図示せず）とで構成され、接続端子
は、電線（図示せず）を介してＬＥＤチップ２１に電気的に接続されている。
【００２７】
　収容凹部２３１ａの底面には、図２（ａ）に示すように、矩形状に開口する開口部２３
１ｄが設けられている。開口部２３１ｄの開口端縁には、対角に位置する一対の角部のう
ちの一方を除くようにして、一対のＬ字状のリブ２３１ｅ，２３１ｅが向かい合わせに設
けられている。また、開口部２３１ｄの開口端縁には、ＬＥＤチップ２１を取付部材２３
に取り付けるための引掛爪（図示せず）が設けられている。
【００２８】
　さらに、収容凹部２３１ａの底面には、開口部２３１ｄに隣接するリブ２３１ｆが設け
られており、リブ２３１ｆに対して開口部２３１ｄと反対側には、ＬＥＤチップ２１に電
気的に接続された電線を収容するための溝部（図示せず）が設けられている。
【００２９】
　また、収容凹部２３１ａの底面においてコネクタ部２３４と対応する位置に、コネクタ
部２３４の筒体２３４ａの内部につながる一対の孔２３１ｂ，２３１ｂが設けられている
。この取付部材２３は、上下方向においてレンズ２２との間にＬＥＤチップ２１が配置さ
れるようにして、ＬＥＤチップ２１及びレンズ２２が取り付けられる（図３参照）。
【００３０】
　放熱部材２４は、例えば放熱性の高いアルミニウムからなり、図２（ａ）に示すように
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、円筒状に形成された本体部２４１を有している。本体部２４１の下端部には、円形の開
口部２４１ａが設けられており、さらに本体部２４１の側壁部には、側方に突出する放熱
用のフィン２４１ｂが全周に亘って設けられている。また、本体部２４１の底面部には、
取付部材２３のコネクタ部２３４と対応する位置に孔（図示せず）が設けられている。
【００３１】
　一体に組み付けられたＬＥＤチップ２１、レンズ２２及び取付部材２３は、図３に示す
ように、レンズ２２が開口側、取付部材２３が底面側となる向きで放熱部材２４の内部に
収納される。つまり、本実施形態では、ＬＥＤチップ２１がレンズ２２及び放熱部材２４
により覆われている。なお、一体に組み付けられたＬＥＤチップ２１、レンズ２２及び取
付部材２３は、適宜の取付手段により放熱部材２４に取り付けられる。
【００３２】
　次に、光源ユニット２の組立手順について説明する。まず最初に、作業者は、放熱シー
ト２５が取り付けられたＬＥＤチップ２１を、発光面側が下側となる向きで取付部材２３
に取り付ける。このとき、作業者は、ＬＥＤチップ２１の角部をリブ２３１ｅとリブ２３
１ｆの間に差し込んだ後、ＬＥＤチップ２１の反対側の角部を引掛爪（図示せず）で固定
する。これにより、ＬＥＤチップ２１が取付部材２３の収容凹部２３１ａ内に収容される
。
【００３３】
　その後、作業者は、ＬＥＤチップ２１に接続された各電線を、孔２３１ｂ，２３１ｂに
通して各接続端子に接続し、各接続端子を上側からコネクタ部２３４の筒体２３４ａの内
部に収納する。
【００３４】
　さらに、作業者は、取付部材２３に対して下側からレンズ２２を近づけていき、レンズ
２２の各突起部２２２を取付部材２３の対応する溝部２３２ａに差し込む。このとき、各
突起部２２２が対応する突壁部２３２に接触することで突壁部２３２が外側に撓み、レン
ズ２２をさらに押し込むことで各突起部２２２が対応する溝部２３２ａに差し込まれる。
その結果、レンズ２２が取付部材２３に取り付けられる（図３参照）。
【００３５】
　なおこのとき、ＬＥＤチップ２１は、上下方向においてレンズ２２と取付部材２３の間
に配置されるが、収容凹部２３１ａの深さ寸法がＬＥＤチップ２１の厚み寸法よりも深く
設定されているため、レンズ２２はＬＥＤチップ２１の発光面に接触しない。
【００３６】
　そして最後に、作業者は、一体に組み付けられたＬＥＤチップ２１、レンズ２２及び取
付部材２３を、レンズ２２が開口側、取付部材２３が底面側となる向きで放熱部材２４の
内部に収納する。このとき、取付部材２３のコネクタ部２３４が、放熱部材２４の底面部
に設けた孔（図示せず）を通して外部に露出する（図３参照）。
【００３７】
　続けて、照明器具１０の組立手順について説明する。作業者は、端子台５、電源装置３
、非常用電源４、光源ユニット２の順番で器具本体１の内部に収納した後、枠体６により
器具本体１の開口部１１１を閉塞する。このとき、電源装置３の接続部が端子台５の被接
続部に接続されるとともに、非常用電源４の接続部が電源装置３の被接続部に接続される
。
【００３８】
　また、光源ユニット２のコネクタ部２３４が、電源装置３に設けられたコネクタ部（図
示せず）に接続され、電源装置３とＬＥＤチップ２１とが電気的に接続される。さらに、
電源装置３の引掛爪３２及び非常用電源４の引掛爪４２がそれぞれ光源ユニット２に設け
られた被引掛部（図示せず）にそれぞれ引っ掛けられ、光源ユニット２が電源装置３及び
非常用電源４に保持される。
【００３９】
　ここに、本実施形態では、引掛爪３２，４２により第１引掛部が構成され、引掛爪３２
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，４２が引っ掛けられる上記被引掛部により第１被引掛部が構成されている。また、引掛
爪３２，４２と上記被引掛部により、光源ユニット２を器具本体１に取り付けるための取
付構造が構成されている。
【００４０】
　而して、本実施形態によれば、放熱部材２４を光源ユニット２に設けることで、光源の
種類に応じて放熱部材２４を変更する場合でも同じ器具本体１を用いることができ、汎用
性の高い照明器具１０を提供することができる。また、電源装置３の引掛爪３２及び非常
用電源４の引掛爪４２を、それぞれ光源ユニット２の被引掛部に引っ掛けるだけで光源ユ
ニット２を保持することができ、ねじなどを用いて保持させる場合に比べて作業性を向上
させることができる。
【００４１】
　さらに、枠体６の各取付ばね６２を、器具本体１の対応するばね受け部に引っ掛けるだ
けで枠体６を器具本体１に取り付けることができ、器具本体１に対して枠体６を容易に着
脱することができる。また、器具本体１及び枠体６を鋼板で形成した場合には、器具本体
１及び枠体６をアルミニウムで形成した場合に比べて放熱効率は低下するが、本実施形態
のように放熱部材２４を光源ユニット２に設けることで、放熱効率の低下を抑えることが
できる。
【００４２】
　なお、本実施形態では、電源装置３及び非常用電源４にそれぞれ引掛爪３２，４２（第
１引掛部）を設けたが、電源装置３及び非常用電源４の少なくとも一方に第１引掛部を設
けてあればよく、本実施形態に限定されない。また、本実施形態では、電源装置３及び非
常用電源４に第１引掛部を設け、光源ユニット２に第１被引掛部を設けたが、電源装置３
及び非常用電源４に第１被引掛部を設け、光源ユニット２に第１引掛部を設けてもよい。
【００４３】
　さらに、本実施形態における第１引掛部及び第１被引掛部は一例であり、電源装置３又
は非常用電源４が光源ユニット２を保持できるような構造であれば、他の構造でもよい。
また、本実施形態では、ＬＥＤチップ２１を光源としたが、例えば有機発光ダイオード（
ＯＬＥＤ）などを光源としてもよく、本実施形態に限定されない。
【００４４】
　本実施形態の照明器具１０は、器具本体１と、光源ユニット２と、非常用電源４と、電
源装置３と、を備える。器具本体１は、一端に開口部１１１を有する。光源ユニット２は
、器具本体１の内部において開口部１１１側に配置される。非常用電源４は、器具本体１
の内部において開口部１１１と反対側に配置され、商用電源（外部電源）の停電時に電力
を供給する。電源装置３は、商用電源が正常に供給されている状態では商用電源により非
常用電源４を充電し、商用電源が停電になると非常用電源４により光源ユニット２を点灯
させる。光源ユニット２は、ＬＥＤチップ２１（光源）と、ＬＥＤチップ２１から出射さ
れる光の配光を制御するレンズ２２（光学部材）と、ＬＥＤチップ２１で発生する熱を放
熱する放熱部材２４と、を有する。そして、レンズ２２及び放熱部材２４によりＬＥＤチ
ップ２１を覆うようにして、ＬＥＤチップ２１、レンズ２２及び放熱部材２４が一体的に
組み付けられる。
【００４５】
　また、本実施形態の照明器具１０のように、光源ユニット２を器具本体１に取り付ける
ための取付構造（引掛爪３２，４２及び光源ユニット２の被引掛部）を備えているのが好
ましい。
【００４６】
　また、本実施形態の照明器具１０のように、前記取付構造は、第１引掛部（引掛爪３２
，４２）と、前記第１引掛部が引っ掛けられる第１被引掛部とで構成されるのが好ましい
。この場合、非常用電源４及び電源装置３の少なくとも一方に前記第１引掛部が設けられ
、光源ユニット２に前記第１被引掛部が設けられる。或いは、非常用電源４及び電源装置
３の少なくとも一方に前記第１被引掛部が設けられ、光源ユニット２に前記第１引掛部が
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設けられる。
【００４７】
　また、本実施形態の照明器具１０のように、器具本体１の開口部１１１を閉塞する枠部
６１と、器具本体１の内側面に設けられたばね受け部（第２被引掛部）に引っ掛けられる
取付ばね６２（第２引掛部）とで構成された枠体６を備えているのが好ましい。
【００４８】
　（実施形態２）
　照明器具１０の実施形態２について図４及び図５を参照しながら説明する。
【００４９】
　図４は本実施形態の照明器具１０の分解斜視図であり、照明器具１０は、器具本体１と
、光源ユニット２と、電源ブロック７と、枠体６とを備える。なお、光源ユニット２につ
いては実施形態１と同様であり、ここでは詳細な説明を省略する。
【００５０】
　器具本体１は、例えば鋼板などの不燃材料からなり、上下方向に長い円筒状に形成され
た本体部１１を有している。本体部１１の下端部には、円形の開口部１１１が設けられて
おり、開口部１１１の開口端縁には、側方に突出する鍔部１２が全周に亘って設けられて
いる。
【００５１】
　本体部１１の側壁部には、Ｔ字状に開口する一対の切欠部１１２，１１２が、本体部１
１の中心軸に対して対称な位置に設けられている（図４では片側のみ図示）。また、本体
部１１の側壁部には、枠体６の取付ばね６２，６２（図５参照）がそれぞれ引っ掛けられ
る一対のばね受け部１１３，１１３が、本体部１１の中心軸に対して対称な位置に設けら
れている（図４では片側のみ図示）。
【００５２】
　電源ブロック７は、上下方向に長い箱状に形成されたケース７１を有し、ケース７１の
下端部には引掛爪７２が一体に設けられている。ケース７１の内部には、複数の蓄電池か
らなる非常用電源（図示せず）と、充電回路及び給電回路からなる電源装置（図示せず）
とが収納されている。ここに、充電回路は、商用電源が正常に供給される通常時において
商用電源により非常用電源を充電し、給電回路は、商用電源が停電になると非常用電源に
より光源ユニット２を点灯させるものである。
【００５３】
　ここで、図４に示すように、第１引掛部を構成する引掛金具８が光源ユニット２に設け
られており、器具本体１の内周面には、引掛金具８が引っ掛けられる孔又は突起（図示せ
ず）が設けられている。そして、電源ブロック７、光源ユニット２の順番で下側から器具
本体１の内部に収納した後、器具本体１の上記孔又は突起に引掛金具８の一部を引っ掛け
ることで、光源ユニット２が器具本体１に取り付けられる。
【００５４】
　また、照明器具１０を組み付けた状態から引掛金具８の操作部８１を操作することで、
引掛金具８が器具本体１の上記孔又は突起から外れる方向に移動し、これにより光源ユニ
ット２を器具本体１から取り外すことができる。ここに、本実施形態では、引掛金具８に
より第１引掛部が構成され、器具本体１の上記孔又は突起により第１被引掛部が構成され
ている。
【００５５】
　さらに、照明器具１０を組み付けた状態では、電源ブロック７の引掛爪７２が放熱部材
２４の本体部２４１に設けられた段部２４１ｃに引っ掛かっており、光源ユニット２は電
源ブロック７にも保持される（図５参照）。その結果、光源ユニット２を強固に保持する
ことができる。ここに、本実施形態では、電源ブロック７の引掛爪７２も第１引掛部を構
成し、放熱部材２４の段部２４１ｃも第１被引掛部を構成している。
【００５６】
　而して、本実施形態によれば、放熱部材２４を光源ユニット２に設けることで、光源の
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種類に応じて放熱部材２４を変更する場合でも同じ器具本体１を用いることができ、汎用
性の高い照明器具１０を提供することができる。また、引掛金具８を器具本体１の上記孔
又は突起に引っ掛け、且つ、電源ブロック７の引掛爪７２を放熱部材２４の段部２４１ｃ
に引っ掛けるだけで光源ユニット２を保持することができ、ねじなどを用いて保持させる
場合に比べて作業性を向上させることができる。
【００５７】
　なお、引掛金具８が引っ掛けられる上記孔又は突起は、器具本体１に対して電源ブロッ
ク７を着脱する際に、電源ブロック７が干渉しない位置に設けるのが好ましく、これによ
り電源ブロック７を着脱する際の作業性を向上させることができる。また、本実施形態で
は、ＬＥＤチップ２１を光源としたが、例えば有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）などを光
源としてもよく、本実施形態に限定されない。
【００５８】
　さらに、本実施形態では、光源ユニット２に引掛金具８（第１引掛部）を設け、器具本
体１に上記孔又は突起（第１被引掛部）を設けたが、光源ユニット２に第１被引掛部を設
け、器具本体１に第１引掛部を設けてもよい。また、本実施形態では、電源ブロック７に
引掛爪７２（第１引掛部）を設け、光源ユニット２に段部２４１ｃ（第１被引掛部）を設
けたが、電源ブロック７に第１被引掛部を設け、光源ユニット２に第１引掛部を設けても
よい。
【００５９】
　本実施形態の照明器具１０は、器具本体１と、光源ユニット２と、電源ブロック７（電
源装置及び非常用電源）と、を備える。器具本体１は、一端に開口部１１１を有する。光
源ユニット２は、器具本体１の内部において開口部１１１側に配置される。電源ブロック
７は、器具本体１の内部において開口部１１１と反対側に配置され、商用電源（外部電源
）の停電時に電力を供給する。また、電源ブロック７は、商用電源が正常に供給されてい
る状態では商用電源により非常用電源を充電し、商用電源が停電になると非常用電源によ
り光源ユニット２を点灯させる。光源ユニット２は、ＬＥＤチップ２１（光源）と、ＬＥ
Ｄチップ２１から出射される光の配光を制御するレンズ２２（光学部材）と、ＬＥＤチッ
プ２１で発生する熱を放熱する放熱部材２４と、を有する。そして、レンズ２２及び放熱
部材２４によりＬＥＤチップ２１を覆うようにして、ＬＥＤチップ２１、レンズ２２及び
放熱部材２４が一体的に組み付けられる。
【００６０】
　また、本実施形態の照明器具１０のように、光源ユニット２を器具本体１に取り付ける
ための取付構造（引掛爪７２及び段部２４１ｃ、並びに、引掛金具８及び器具本体１の孔
又は突起）を備えているのが好ましい。
【００６１】
　また、本実施形態の照明器具１０のように、前記取付構造は、引掛金具８（第１引掛部
）と、引掛金具８が引っ掛けられる上記孔又は突起（第１被引掛部）とで構成されるのが
好ましい。この場合、器具本体１又は光源ユニット２の一方に引掛金具８が設けられ、器
具本体１又は光源ユニット２の他方に上記孔又は突起が設けられる。
【００６２】
　また、本実施形態の照明器具１０のように、器具本体１に設けられた前記第１引掛部又
は前記第１被引掛部は、器具本体１に対して電源ブロック７を着脱する際に電源ブロック
７が干渉しない位置に設けられるのが好ましい。
【００６３】
　また、本実施形態の照明器具１０のように、器具本体１の開口部１１１を閉塞する枠部
６１と、器具本体１の内側面に設けられたばね受け部１１３（第２被引掛部）に引っ掛け
られる取付ばね６２（第２引掛部）とで構成された枠体６を備えているのが好ましい。
【符号の説明】
【００６４】
１　器具本体
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２　光源ユニット
３　電源装置
４　非常用電源
２１　ＬＥＤチップ（光源）
２２　レンズ（光学部材）
２４　放熱部材
１１１　開口部

【図１】 【図２】



(10) JP 6281809 B2 2018.2.21
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【図５】
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